
松本城三の丸エリアビジョン（案）
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2

エリアの
豊かなシーンを
想像してみる

シーンに
共感する

仲間を見つける

実際に
小さなチャレンジ

をしてみる

Step 1 Step 2 Step 3

このビジョンは、エリアに関わるみなさんと共につくってきました。
様々な方の想いを重ね合わせ、それを目指す姿として描いています。

ただ、ここに描かれた内容だけがエリアの目指す姿ではありません。
ビジョンを手にとったあなたがその想いを新たに加えていくことで、このビジョンは育っていきます。

そして、描かれたシーンを実現していくのは、エリアに暮らし、関わる私たち自身です。
松本に暮らす方、働く方、松本を愛する方など様々な属性の方と行政が一体となり、

それぞれの得意分野を活かして描いたシーンを１つずつ実現していきましょう。

一人一人の想いが育てるエリアの道標

描いた豊かなシーンを少しずつ実現していく

このビジョンの使い方



序 章：エリアの豊かなシーン
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①女鳥羽川界隈

②松本城大手門跡界隈

③大名町界隈 ④土井尻界隈

⑩旧開智学校界隈

松本城三の丸エリア
で実現していく
豊かなシーン ⑦

⑨

⑩

①

④

⑥

4

松本城三の丸エリア
- 取組みを推進

松本城天

女鳥羽川

旧開智学校

松本
大手門



⑧

⑨

②

③

⑤

天守

ナワテ通り

城
門跡

⑥松本城南・西外堀界隈

⑦松本城二の丸界隈

⑧地蔵清水・柳町界隈⑨鷹匠町・北馬場界隈

⑤上土・緑町界隈
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誰かに
語りたくなる

暮らし

松本城三の丸エリアの合言葉

“The Power of 10 “
進する10の界隈 -



第１章：ビジョンの基本的な考え方
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チャレンジ
したくなる

エリアの暮らし 7

何気ない日々の
暮らしを楽しむ

お気に入りの
居場所がある

街の物語を
感じられる

会いたい人
がいる

松本城三の丸エリアの合言葉

豊かな自然、多様な
文化、人とのつなが
りに囲まれて暮らす。
生活を彩るのは人・
物・事との「偶然の
出会い」

いつものカフェや水
辺の遊び場、音楽仲
間が集う店。
お気に入りの居場所
を複数持てる「選択
肢の多様さ」

趣味仲間や芸術家、
起業家など、表現し
たい人、挑戦したい
人の自由な発想と活
動を受け入れてくれ
る「寛容さ」

歴史や文化や多種
多様な感性。
松本に暮らす喜び
をお互いに語り合
うことで醸成され
る「街への愛着」

素敵な飲食店やショ
ップのオーナー、若
手の作家さんや山登
りの仲間。趣味嗜好
で繋がっていく「顔
が見える繋がり」

松本城三の丸エリアで目指すのは、お気に入りの居場所を持つことができ、会いたいと思える人がたくさんいて、チャレンジした
くなるような環境です。そして、それらの喜びをお互いに語り合うことでまちへの愛着が生まれ、何気ない日々の暮らしを楽しめる
心地よさが育まれていきます。

誰かに語りたくなる暮らし



暮らしの豊かさが人を惹きつける 8

何度でも
通いたくなる街

表情豊かな四季に合わせた豊かな暮らし
や松本ならではの催事などを通した

とびきりの体験

変わらないものと変わるものが
ちょうどよく共生する街は、
訪れる人にとって何度でも

通いたくなる街

「誰かに語りたくなる暮らし」は、訪れる人にとっても魅力的
地元の人々の豊かな暮らしのシーンは、他の街から訪れる人にとって憧れとして映るでしょう。
エリアで目指す「誰かに語りたくなる暮らし」を実現することは、訪れる人にとって何度でも通いたくなる街へとつながります。

●何気ない日々の暮らしを楽しむ●

●お気に入りの居場所がある●

●自由な表現活動ができる●

●街の物語を感じられる●

●会いたい人がいる●

誰かに語りたくなる
暮らし

松本城三の丸エリアの合言葉



地元の人が「誰かに語りたくなる暮らし」をつくる。
そして、訪れる人が何度でも通いたくなる街を目指す。

基本方針

エリアに暮らす人が
街の魅力を語ること、

それは訪れる人への「おもてなし」

暮らす人

訪れる人

「暮らしの場」
「誰かに語りたくなる暮らし」

がある街

「観光の場」
何度でも通いたくなる街

エリアを訪れる人が
街の魅力を語ること、

それは全国・世界への「発信」

松本城三の丸エリア

暮らす人と訪れる人が
居心地良く共生し、愛される

目指すこと
地元の人にとって

より豊かで魅力的な暮らし

副次的に得られること
訪れる人にとっても

魅力的な体験ができる環境
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ある空間や背景となる景色と
人々の活動とが一体のものとし
て印象的に立ち現れてくる情景
を「シーン」と呼びます。

暮らし

エリアを捉える言葉たち
「誰かに語りたくなる暮らし」を目指す上で大切な言葉を解説します。

シーン界隈

これらの
言葉を拠り所に
目指すべき姿
を考えます

想像したシーンを実現するため
の仮説を立て、それを段階的に
試行・検証し、定常的な取組み
へと繋げていく方法のことを指
します。

街の様々な空間を人々の居場所
にするために、地域の人々が、
地域の資源を用いて、地域のた
めに取り組む都市デザインの方
法の名称です。

プラン
描いたビジョンを実現するため
に、何を、誰が、いつ、どこで、
どのように、実行していくかを
まとめた計画を指します。

社会実験プレイスメイキング

The Power of 10
プレイスメイキングの中で使われる街の魅力づくりの考え方。
10以上の「アクティビティ」が共生している場は豊かな「場所・界隈」となり、
10以上の豊かな「場所・界隈」が集まることで個性的な「エリア」となり、
10以上の「エリア」が集まることで魅力的な「市街地」を形成する
という考え方です。

先行的・試行的に進める取組み
のことを指します。その取組み
を通じて、以降の取組内容や他
のプロジェクトへの展開などを
検討します。

パイロット・プロジェクト

様々な業種や人々の活動が集積
し、一体的な雰囲気を醸し出し
ているまとまりを持った場所・
一帯を「界隈」と呼びます。

「住まう」「働く」「遊ぶ」
「憩う」「学ぶ」などの日常の
生活を構成している要素を総称
して、「暮らし」と呼びます。

用語の整理



第２章：ビジョンの位置付け / 策定経緯
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「つくる」→「つかう」から、「つかう」→「つくる」へ

ビジョン
策定

プラン作成

ハード整備
ソフト事業構築

マネジメント実施

ビジョン策定

プラン作成

ハード整備
ソフト事業構築

マネジメント検討

「つくる」側主体のプロセス 「つかう」側主体のプロセス

プランへは
反映できない

試行・検証して
プランに反映する

これまで：つくれば使う これから：使われるものをつくる

これからのまちづくり

これまでのまちづくりは、主に行政が「つくる」側の主体となってプランを練り、ハード整備を先行し、できた
モノを維持管理することが一般的でした。しかし、作ったモノが街の実情と合わず、使われない空間になってしま
うことも少なくありませんでした。

これからのまちづくりは、変化が激しい時代に柔軟に対応していくことが求められています。そういった時代で
は、担い手となる民間（暮らす方／地域組織／民間企業など）の「つかう」側が主体となってビジョンを掲げ、自
立したマネジメントの在り方を見据えながら小さく試行と検証を重ねていくことが大切です。その検証結果をプラ
ン作成やハード整備に反映することで、街の実情に適合した効果的な取組みが実現できます。

このビジョンは、ハード中心の固定的な在り方を示すのではなく、私たちが街を「つかう」イメージを共有する
ことを目指しています。
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松本城三の丸エリア 松本市の中心市街地 松本市全域
松本都市圏

松本市域

旧開智学校

松本駅 あがたの森

六九 上土・東町
中町・ナワテ

伊勢町・駅前

芸術館・美術館

松本城

松本都市圏

松本城天守

旧開智
学校

ビジョンが目指すもの

このビジョンでは、かつて総掘で囲まれた松本城三の丸と、昭和39年に移築復元された旧開智学校周辺を合わ
せて「松本城三の丸エリア」としました。このエリアは、中心市街地の回遊動線の骨格を成す「城・駅・森のトラ
イアングルエリア」の一角を担っています。そのため、中心市街地全体の都市構造・交通体系を把握し、周辺エリ
アとの関係性も考慮した上で、エリアの目指す姿やエリア内の小さな界隈を基準とした魅力づくりを検討しました。
それらの取組みは小さなスケールからのスタートですが、将来的には松本都市圏、全国、そして世界から訪れる人
へと伝わる魅力を育てます。

暮らしの魅力を育て、界隈 - エリア - 中心市街地、そして松本都市圏へ
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住民自治
共生

こども
若者
教育

松本城三の丸
エリアビジョン

健康
医療
福祉

環境
エネルギー

都市基盤
危機管理

経済
産業

文化
観光

ビジョンの位置付け

このビジョンは、松本市総合計画・基本構想2030の基本理念に掲げた三ガク都に象徴される松本らしさの「シン
カ」（進化・深化）の具現化に向けて、松本城三の丸周辺エリアに関わる各種計画を横断し、分野の隙間を橋渡し
する取組みの拠り所とします。

総合計画に基づく各種計画を横断・橋渡しするビジョン

基本構想2030

豊かさと幸せに
挑み続ける
三ガク都

第11次
基本計画

松本市総合計画



ビジョン策定の経緯 15

小中高生アンケート

様々な形で紡いだ街の人々の声

［小学校5年生］
開智小学校
旭町小学校
清水小学校
源池小学校
田川小学校

［中学校2年生］
丸ノ内中学校
清水中学校
旭町中学校
山辺中学校

［高校2年生］
松本蟻ヶ崎高等学校
松本県ヶ丘高等学校
松本深志高等学校
松本工業高等学校

(243名) (291名) (224名)

市民アンケート

地域組織・事業者ヒアリング

市内全域を対象とした市民1000名

エリア内の暮らし働く方々、まちづくりに
関わる地域組織、地元事業者など

アドバイザーによる
技術的助言

庁内検討
(庁内プロジェクトチーム)

ビジョンの検討に当たり、様々な形で街の人々
の声を集め、意見の把握に努めました。

将来を担う児童・生徒758名

アドバイザー(専門家)による技術的助言
複数の専門分野を横断した検討が必要なため、

都市デザイン、歴史・世界遺産、交通、公民連携
の4人のアドバイザーから技術的助言を受け検討
を進めてきました。

庁内検討(庁内プロジェクトチーム)
ビジョン実現に関わる庁内関係部署と意見交換を

実施し、各種計画との連携・調整を図りました。

エリア内に関しては、暮らし働く方々、まちづ
くりに関わる地域組織、エリアに関わる地元事業
者などの皆さんにヒアリングを行いました。

地域組織・事業者ヒアリング

エリア周辺の範囲では、市立・県立の学校に通
う小学生・中学生・高校生がアンケート調査に協
力してくれました。そして市内全域を対象とした
WEBアンケートでは1,000人の市民の皆様の意見
を集約し、それぞれビジョン検討に反映しました。

小中高生・市民アンケート

(約170名)



ビジョン策定の経緯 16

対話を積み重ね、ともに作り上げる

街の方々との
対話

庁内関係部署
との対話

3月7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月令和3年度

アドバイザー
との対話

ヒアリング① ヒアリング② ヒアリング③

小中高生アンケート

市民アンケート

意見交換 適宜意見交換

松本城
三の丸エリア
ビジョン

第1回 第2回 第3回 第4回

エリア調査
ビジョン仮説設定

仮説への
意見集約 ビジョン骨子案作成 ビジョン案作成 ビジョン

策定

ビジョン
骨子案
公開

ビジョン
案
公開

多事争論会
×

シンポジウム

キック
オフ

様々な形で、街に暮らし働く方々、アドバイザー、庁内関係部署と対話を積み重ねてこのビジョンを共に作り上
げました。関わっていただいた皆さま、ありがとうございました。



第３章：エリアの現状と潜在力
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業務・商店・住宅の集積

エリアの現状と潜在力 18

松本城三の丸エリアは、古くから松本の街の中心地としての役割を担ってきました。その中で、時代に応じた都
市機能の変化を重ねてきたことにより、都市構造や建築物などに様々な時代の面影を感じることができます。それ
らの歴史を尊重しながら、これからの時代にあった新たな役割を持つエリアを目指します。

エリアのこれまでとこれから

近世

松本城は三重の水堀（総掘、外堀、
内堀）で囲まれ、本丸、二の丸、
三の丸で城郭を形成していました。

近代以降

総堀のほとんどと外堀の一部は埋
め立てられ、近代化とともに三の
丸は城下町と一体化されました。

現在

これから

かつての姿を復元するだけでなく、
これまでの歴史の蓄積や地域の風土、
多様な文化を支える人材に根差した
「誰かに語りたくなる暮らし」の場

を目指します。
そして、訪れる人にとっても
「何度でも通いたくなる街」

へとつながります。

松本城城下町の形成

三の丸には上級家臣の屋敷が配置
され、その外側に町人地などの
城下町が広がっていました。

そして、金融や行政などの業務地
を中心として、商店・住宅が

集積する暮らしの場と
なっていました。

行政の中心地

商業的中心性は駅側へ移行

誰かに語りたくなる
暮らしの場

時代の流れの中で、商業的な中心は
松本駅周辺へ移っていきました。
また、業務地としての役割は縮小
傾向にあり、まちなかで暮らす

魅力を感じにくく
なっています。



エリアの現状と潜在力 19

「歴史」

「建物用途」

「交通」

「水・緑資源」

「路線価／標準宅地価格」

「パブリックスペース」

「自治組織」

「公共事業」

エリアを捉える切り口

…江戸時代以降の街の歴史の把握

…現在の建物の使われ方の把握

…交通の状況・計画の把握

…土地の価格の把握

…水や緑の状況の把握

…誰もが使える空間の把握

…地元の組織の把握

…主な公共事業の状況の把握

など

「暮らす人の想い」

松本城三の丸エリアのビジョンを描くために、エリアの現状と潜在力を把握することが大切です。課題を解決す
ることも重要ですが、まずはエリアが持っている潜在力に目を向け、強みを伸ばす取組みから始めます。

…街で暮らす人の想いの把握

「文化」 …文化的営みの把握

水・緑資源

パブリックスペース

建物用途

交通

路線価／標準宅地価格

自治組織

公共事業

歴史

暮らす人の想い

文化



(武家地)

城下町(町人地)
松本駅

開業による都市化

16世紀前半 深志城（周辺の町の存在）
16世紀後半 – 松本城

近代
政治行政/近代教育の中心地
業務/料亭・映画等文化の集積

現代
政治行政の中心地

金融機関・飲食店の集積が残る

16世紀後半 -

エリアの捉え方 20

小学校田町部
明治43(1910)年
松本市立病院
昭和2(1928)年
旧開智学校移築
昭和39(1964)年

旧開智学校

［歴史］

歴史的な商業中心

近代産業や学校立地による都市化
旧片倉製糸場
明治23(1890)年 –

旧制松本高等学校
大正9(1920)年-

松本城

イオンモール松本
平成29(2017)年 –

あがたの森文化会館
あがたの森公園

▼ ▼

松本駅
明治35(1902)年 -
区画整理

昭和42(1967)年- 町人地
武家地

寺社地

vb

歴史的な
商業中心

近代化事業が
行われなかった
城下町商業地鉄道開通

による
商業地化

女鳥羽川

歴 史 あ る 街 の 中 心 地歴史的な
市街地

近代化事業が
行われなかった
城下町市街地

城下町(武家地・町人地)

城下町(町人地)

・松本藩、城下町の中心地としての松本城
の歴史

・近代でも政治行政の中心地となり、料亭
や映画館等の文化的機能も集積、現代に
おいては、行政施設や金融機関を始めと
した政治・業務機能が集積

・松本城周辺は近代教育普及の拠点的役割
を果たし、旧開智学校はあがたの森周辺
と共に「学都松本」の象徴的存在

小学校や病院立地
による都市化
旧開智学校が

女鳥羽川左岸から
移築

・松本城天守、旧開智学校校舎という２つ
の国宝に加え、文化財登録された民間建
物なども点在する歴史を感じられるエリア



行政・業務中心の機能集積

・エリアの西側、北側の土地利用は住宅や
病院などの生活基盤となる機能が主

エリアの捉え方 21

公共施設
業務
店舗
住宅

小規模店舗
業務
住宅

大規模商業
飲食店
業務

［建物用途］

店舗併用住宅
商業施設

住宅・共同住宅
業務施設
官公庁施設
文教厚生施設
宿泊施設

大規模商業
公園
学校
住宅

[H29年度松本市都市計画基礎調査参照]

・市役所周辺及び大名町通りを中心に、
公共施設や金融機関などの業務系用途が
分布しており一定の昼間人口が集積

・エリアの東側、南側には地元客・観光客
双方が訪れる商業の中心が存在



[H29年度松本市都市計画基礎調査参照]

エリアの捉え方 22

松本城天守

松本駅

女鳥羽川

旧開智学校

あがたの森
公園

こ
ま
く
さ
道
路

や
ま
び
こ
道
路

大
橋
通
り

ナワテ通り

中町通り

公園通り
本
町
通
り

あがたの森通り

［交通］

・広域からの自動車アクセスを受け止める
幹線道路網の整備が進行中

歩行者・公共交通動線の軸

・歩行者・自転車・公共交通を優先する交
通体系への転換の推進

・地域が参画した歩行環境改善や高質化

公共交通軸
歩行者軸

幹線道路
(総合交通戦略より)

空地
(平面駐車場等)

整備中道路



エリアの捉え方 23

松本城天守

松本駅

旧開智学校

- 50,000
51,000 - 100,000

101,000 - 150,000
151,000 - 200,000
201,000 - 250,000

令和2年
相続税路線価(円／㎡)

令和3年
標準宅地価格(円／㎡)

・全体的に駅周辺の商業エリアより廉価な
路線価・地価であり、新たな事業者が不
動産を取得、賃貸しやすい価格

駅周辺より廉価な不動産価格
［路線価／標準宅地価格］

- 50,000
51,000 - 100,000

101,000 - 150,000
151,000 - 200,000

あがたの森公園

・エリアの空き店舗や空き家などは活用
ニーズが高く、市場に出ればすぐに借り
手がつく状況

・ただし、実際には空き店舗や空き家など
の情報が流通しにくく、取引は限定的



暮らす人の想い 245小学校／4中学校／4高校 n=758［小中高生アンケート］

◯お気に入りの場所：中学生

92

37

32

27

23

0 20 40 60 80 100

イオンモール
中央図書館・図書館

あがたの森公園
パルコ
学校

◯あると嬉しい場所：高校生

70

33

13

11

8

0 10 20 30 40 50 60 70 80

公園・広場
学習スペース

広い道路・歩道
飲食店・カフェ
休憩スペース

◯よく行く公共施設(月に１回以上)：小学生

〇あると嬉しい場所

子どもたちが街で過ごせる多様な居場所

〇お気に入りの場所

119

96

96

24

22

あがたの森公園

中央図書館

松本城天守・松本城公園

松本城大手門枡形跡広場

まつもと市民芸術館

0 20 40 60 80 100 120

「松本城天守・松本城公園」「あがたの森公園」
「中央図書館」が小中高生いずれも上位3位を占め
ました。

〇よく行く公共施設(月に１回以上)

「公園・広場」が小中高生いずれも圧倒的1位。
中高生では、「体育館・運動施設」「学習スペー
ス」という回答が多くありました。

公共施設ではあがたの森公園／中央図書館など、
民間施設ではイオンモールやパルコなどが現状の小
中高生の居場所となっていることがわかりました。
一方で、「あると嬉しい場所」として公園・広場

や学習スペースなどが多く求められていることから、
現状ではそうした居場所が不足していると考えられ
ます。

「イオンモール松本」が小中高生いずれも圧倒的
多数で1位となり、「松本城天守・松本城公園」
「あがたの森公園」「図書館」「ナワテ通り」「学
校」が続きました。



暮らす人の想い 25n=1000［市民アンケート］

42

218

266

266

597

枡形跡広場
中央図書館
女鳥羽川

ない
松本城公園

0 200 400 600 800

◯松本のまちなかがこんな場所になったらいいなと思うこと

◯日常的に憩い寛げる場所

262

417

475

500

579

0 100 200 300 400 500 600 700

気軽にイベントや
市民活動に参加できる場

豊かな自然を
感じられる場

安心安全に
歩くことができる場

松本らしい文化・芸術に
触れられる場

日常的に憩い・寛ぐ
ことができる場

ある
16%(165)

ない
84%(835)

◯まちなかでのイベントや
市民活動に参加したこと
があるか

〇日常的に憩い寛げる場所

〇まちなかでのイベントや市民活動に参加したこと

日常的に街に関われるきっかけづくり

「松本城公園」が圧倒的１位となり、「女鳥羽川」
「中央図書館」が上位となりました。「ない」とい
う回答も多く見られました。

「ある」が16%となり、イベント等を通じた街と
関わる機会はあまり多くないことがわかりました。

〇松本のまちなかがこんな場所になったらいい
「日常的に憩い・寛げる」「文化芸術に触れられ

る」「安心安全に歩く」場が上位3位となり、それら
が求められていることがわかりました。

日常的に憩い寛げる場所がない、イベントや市民活
動に参加したことがないという回答が多く、街に日常
的に関わるきっかけが少ないことがわかりました。
街との関わりしろを生む要素としては、文化・芸術

に触れられる／安心安全に歩ける／自然を感じられる
などが重要であると考えられます。



26

最先端のインディー文化(独立した文化)がある

文化やお店などの多様さを受け入れる寛容性がある

何かを始める時、“みんなで一緒に”は好まれない

松本城は地元の誇りであり街の象徴である

世代のつながりが希薄なエリアになってしまった

街の人の顔が見えるという下町的文化が残っている

発想豊かな若い世代に託していかないといけない

人を結び付ける役割を担う人が必要である

作り手の創作活動の拠点があると良い 住みながら制作したい作り手は多いが物件がない

勉強や遊びが自由にできる子どもの居場所がない

街の歴史や商いを引き継いでいくことも大切である

徒歩や自転車で巡れるスケールで過ごしやすい

北アルプスや川、湧き水など自然との距離感が良い

街を愛し、主体的に自治を行う町人気質がある

観光客など外部の人に過度に依存している状態は
リスクがあるということをコロナで再認識した

想
い

三の丸エリアの在り方を考えることは、なりわいも
含めた松本のライフスタイルを考えることになる

現
状
と
課
題

潜
在
力

潜在力を活かした豊かな暮らしへ

天候や季節に関わらず過ごせる公園や広場がない

暮らす人の想い ［地域組織・事業者ヒアリング］

豊かな自然、徒歩でも移動しやすいスケール感、
先端的・歴史的文化の共存、地域の主体的な自治や
寛容性など、松本の街の特徴を把握することができ
ました。

コロナ禍を契機として暮らしを見つめ直し、松本
の街の特徴や潜在力を活かしながら、あらためて住
まい働く環境をより良くしていきたいという強い想
いを受け取りました。



「誰かに語りたくなる暮らし」を実現するためのヒント

誰かに語りたくなる暮らし
何気ない日々の
暮らしを楽しむ

なりわい

街を巡る楽しさ

偶然の出会い

新たな学び・発見

お気に入りの
居場所がある

選択肢の多様さ

雄大な自然の
眺め・安らぎ

魅力が滲み出す
公共的空間

心の
拠りどころ

チャレンジ
したくなる

寛容さ

自主自立
共生の精神

表現活動

作り手の
自由な創造性

街の物語を
感じられる

街への愛着

重層する
歴史

街の象徴となる
場所・情景

継承される文化
インディー文化
（独立した文化）

会いたい人
がいる

顔が見える
繋がり

嗜好性

いざというときの
助け合い

多様な
属性や世代

27ビジョンを構成するキーワード

エリアの現状と潜在力を様々な形で把握することで見えてきた目標実現のためのヒントを、キーワードとして整
理しました。これらの切り口から取組みを考えていくことで、ビジョン実現への道筋が見えてきます。



第４章：エリアの目指す姿
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松本駅 あがたの森公園

29
松本城三の丸エリア “The Power of 10 “

- 取組みを推進する10の界隈 -

地蔵清水・柳町界隈

松本城大手門跡界隈

大名町界隈

松本城二の丸界隈

上土・緑町界隈

鷹匠町・北馬場界隈

松本城南・西外堀界隈

女鳥羽川界隈

旧開智学校界隈

土井尻界隈

8

2

3

7

5

9

6

1

10

4

・広範なエリアを一括りにするのではなく、潜在力の高い１０か所
の界隈に分けてアクティビティや場所の創造を考えていきます。

・多様な主体が、複数の界隈で小さなチャレンジを進め、それが集積
し相乗効果を生むことによって、エリア全体の価値を高めます。

松本の豊かな水と表現活動を体感する水辺の居場所

様々な作り手たちによる文化が出迎える松本城の玄関口

界隈の魅力が滲み出す人中心のシンボルロード

なりわいと緩やかな人とのつながりが息づく共生の暮らしの舞台

文化の香りと銘店の味が楽しめる日常を彩る巡り会いの場

南・西外堀／天守／北アルプスを一体に望む特等席

象徴的な景色に暮らしの様子が重なった松本らしさを表す「画」

公園／道路／公有地が一体となった松本の新たな象徴的空間

暮らす人と訪れる人が緩やかに共生する２つの国宝の架け橋

自然と共に学都の精神が育まれる暮らしと学びの共生の場

8

2

3

7

5

9

6

1

10

4

松本城天守

女鳥羽川

旧開智学校
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街へ出る動機となる居場所・目的地を増やし、心地よく巡れる環境をつくる

都市デザイン – １
これまで／これからの取組みを日常の風景へ

都市デザイン – ２
選択多様性のある身近な居場所・目的地づくり

都市デザイン – ３
界隈の魅力が連なる歩行者ネットワーク形成

都市デザイン - ４
誰もが心地よく移動できる交通体系づくり

他界隈
へ展開

新たな
試行

検証と
改善

既存の
居場所

仕組みを展開した居場所・目的地づくり

居場所・目的地を巡れる歩行者ネットワークづくり

歩行者優先の環境を実現する交通体系づくり

心地よく巡れる環境をつくるための交通施策、新しい技術
を用いたモビリティ導入、道路空間整備などを推進します。

エリア全体の都市デザイン

豊かなシーンを実現するために、エリア全体を対象とした都市デザインを行います。
４つの都市デザインの方針に沿って、街へ出かけたくなる居場所や目的地を増やすとともに、歩行者を中心と

した交通体系を構築することで、それらを心地よく巡れる環境づくりを行います。

●仕組みのイメージ
・活用ノウハウを共有できる環境の構築
・取組みを運営するチームの体制強化
・公共空間活用の規制緩和、手続きの簡便化など

持続的な取組みを支える仕組みづくり

特色ある取組みを日常の暮らしのシーンとしていくため
に、持続的な取組みを支える仕組みを作ります。

公共空間や空き地、空き家などの活用を促進し、日常の
身近な居場所・目的地を増やします。

暮らす人／訪れる人が界隈の魅力を楽しみながら巡るこ
とができる歩行者ネットワークの構築します。
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これまで
の

取組み

これから
の

取組み

持続的な取組みを
支える仕組み

日常の風景へ

展開

THE SANNOMARU TERRACE（大名町通り）

まつもと古市（松本城大手門桝形跡広場）

水辺のマルシェ(女鳥羽川) みどり食堂（辰巳の御庭）

パレット広場(都市計画道路事業予定地)工芸の五月（辰巳の御庭など）

また、それらの様々な取組みを、街の歴史や文化とともに、誰かに伝
える／語る機会（まちあるきガイドやサインなど）を作ります。

エリア全体の都市デザイン – １：これまで／これからの取組みを日常の風景へ

エリアでは、これまでに多くの特色あるまちなかの空間を活用した取
組みの蓄積があり、これからの新たな取組みも検討されています。それ
らが日常の暮らしのシーンとなるためには、持続的な取組みを支える仕
組み（ノウハウの共有、適切な体制づくり、規制緩和、各種手続の簡便
化など）を共に作っていくことが必要です。

他の界隈
の取組みそういった仕組みを作ることで、他の界隈で同様の取組みを行う際に、

その取組みを後押しできます。
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大門沢川

女鳥羽川

開智公園

松本城公園

桝形跡
広場

辰巳の
御庭

松本駅 あがたの森公園

空き地(民有地)
都市公園／公共広場

井戸
街路樹

松本城天守

民間建物活用の
可能性がある地域
主要公共事業

松本神社前井戸

北馬場柳の井戸

葵の井戸

北門大井戸

地蔵清水の碑

松栄の湧水

大名小路井戸

西堀公園
井戸

東門の井戸

なわて
若がえりの水

[H29年度松本市都市計画基礎調査参照]

エリア全体の都市デザイン – ２：選択多様性のある身近な居場所・目的地づくり

・公園や公共広場、川などの公共空間と、
点在する民間の空き地や空き家の活用
を促進し、日常の身近な居場所・目的
地を創出します。

・井戸や川などの水資源、街路樹や芝生
などの緑資源の豊かさを保つために、
維持管理の仕組みを構築します。

・また、中心市街地の環境をより良くする
ためのグリーンインフラとして、緑や水、
空き地などの資源を活用します。



エリア全体の都市デザイン – ３：界隈の魅力が連なる歩行者ネットワーク形成 33

段差で分離されている歩道

段差はないが
物理的に分離されている歩道

歩いてみたい城下町整備事業等で
美装化された道路
(段差で分離された歩道のみの美装化は除く)

・暮らす人／訪れる人が10の界隈の魅力を
楽しみながら巡ることができるよう、
歩行者ネットワークの構築を図ります。

界隈の魅力が滲み出す
面的な歩行者ネットワーク
を構築する

道路空間活用の取組み
(街場のえんがわ作戦など)

歩行者ネットワーク

みどり
食堂

THE
SANNOMARU

TERRACE

松本駅
あがたの森公園

松本城天守

旧開智学校

主要公共事業ナワテ通り
松本城
大手門跡

新伊勢町
ナイトテラス

・松本城や旧街道、路地といった歴史的
都市構造を踏まえ、街並みや山並み眺望
の風景の移り変わりを楽しめる環境を作
ります。

・道路空間活用の推進や、沿道敷地と連携
した道路への沿道機能の滲み出しを促進
することで歩く人にとっての魅力を高め
ます。



エリア全体の都市デザイン- 4：誰もが心地よく移動できる交通体系づくり

新しい技術を用いた
モビリティイメージ

将来の道路空間イメージ

出典：国土交通省
「2040年、道路の景色が変わる」

公共交通軸
歩行者軸

幹線道路

主要駐車場

・将来的に道路整備を行う際には、ユニバーサル
デザインに配慮したしつらえとし、歩行者中心
で新しい技術を用いたモビリティと共存できる
道路空間再編を前提とします。

バス路線

主要な歩行者
ネットワーク

(以下、総合交通戦略より)

松本駅
あがたの森公園

松本城天守

旧開智学校主要公共事業

34

・国道143号を含む幹線道路の機能強化などにより
公共交通を始めとした自動車交通の円滑化を進
めます。

幹線道路を通じた
広域から都心部への
自動車のアクセス

整備中道路
・幹線道路沿いや都心部外縁部への駐車場の適正
な配置、各界隈に応じた進入抑制対策、速度抑制
対策など様々な取組みによって通過交通の流入を
抑制します。



第５章：界隈ごとの目指す姿
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36①女鳥羽川界隈10の界隈

シーンイメージ

水辺の居場所

松本の豊かな水と
表現活動を体感する



3710の界隈

・水と緑を身近に感じられる親水空間
・川沿いに多様な店舗が集積
・ナワテ通りを中心としたまちづくりや
維持管理の取組みの蓄積

・ナワテ通り、河川敷、橋を活用した定期的な
イベントの開催

［特性／潜在力］ ［取組方針］

女鳥羽川

緑町 上土町

・河川敷や橋、建物などで居心地良く滞在し、多様な表現活
動を行える・体感できる環境づくりを促進する。

・水と緑の風景を守り、川辺を生かした活動を継続するため、
草刈りなどの維持管理を持続的に行う体制を構築する。

先行的に取組を進めるエリア(想定)

四柱神社

枡形跡
広場

中町通り

［地域組織など］

・ナワテ通り商業協同組合
・縄手商業会
・Metobaリバーサイドプロジェクト

徐々に取組を展開

①女鳥羽川界隈

・ナワテ通りや河川敷、橋などを自由に歩き回ることのでき
る仕掛け（魅力づくりと空間整備）をつくる。



38②松本城大手門跡界隈10の界隈

シーンイメージ

様々な作り手たち
が育む文化が出迎える

松本城の玄関口



3910の界隈

・緑町／小柳町／大名町／南土井尻町／土井尻町／
六九町(町会)

・お城周辺地区まちづくり推進協議会第２ブロック
お城下町まちづくり推進協議会
松本城・三の丸倶楽部

・松本城大手門跡としての歴史

・民間ビル活用の機運

［特性／潜在力］

・桝形跡広場、女鳥羽川、基幹博物館などの
公共施設／公共空間が近接して立地

・商業／業務機能の集積

［地域組織など］

サザンガク

基幹博物館

土手小路

NTT

四柱
神社

女鳥羽川

大名町

緑町

小柳町

八十二
銀行

［取組方針］

・クラフト文化を中心とした、多様な文化の表現者
(作り手)が集う民間の拠点機能を創出する。

・公共空間などにおける様々な文化表現の活動（マー
ケットや展示、ワークショップなど）を促進する。

・ビジネス拠点施設(サザンガク)の立地

・エリアの玄関口として訪れる人を迎え入れる雰囲気
（空間的・コンテンツ的な取組みなど）を醸成する。

南土井尻町

六九町

土井尻町

松本城大手門
枡形跡広場

長野銀行

②松本城大手門跡界隈

・桝形跡広場でのまつもと古市などのイベント開催



40③大名町界隈10の界隈

シーンイメージ

人中心の
シンボルロード

界隈の
魅力が滲み出す



4110の界隈

・地元発意のまちづくりや計画の積重ね

［特性／潜在力］

［地域組織など］

・大名町(町会)
・松本城・三の丸倶楽部
・お城周辺地区まちづくり推進協議会第２ブロック

・松本城・三の丸倶楽部が中心となり「THE 
SANNOMARU TERRACE」などの取組みを実施

［取組方針］

・沿道建物低層部へのサービス用途誘導や道路のフル
フラット化、道路と沿道建物の一体的なデザインな
どの検討を行い、中長期的に人を中心とした道路空
間への再編を進める。

・公民連携により、地元主体の持続可能な街路沿道の
活用と運営を推進する仕組みを構築する。

・大名町通り沿道には銀行などの業務機能や
飲食店舗などが立地

・大名町通りは観光客が松本城へ向かう主要な動線

・沿道機能（建物の低層部の用途）の滲み出しが通り
を歩く人にとっての魅力となる環境を作る。

大名町

サザンガク

丸の内
ホテル

基幹博物館

土手小路

枡形跡
広場

松本
信用金庫

THE SANNOMARU 
TERRACE

③大名町界隈

八十二
銀行

長野銀行



42④土井尻界隈10の界隈

シーンイメージ

なりわいと緩やかな
人とのつながりが息づく

共生の
暮らしの舞台



43④土井尻界隈10の界隈

・大名町通りと隣接した松本城天守が見える通り

［特性／潜在力］

［取組方針］

・松本城を望む道や点在する小規模店舗を巡り、訪れ
る人も楽しむことのできる機会を生む。

・移住促進の取組みとも連携し、なりわいと暮らし、
地元の方と移住者の方とのつながりづくりを行う。

西堀
公園 南土井尻町

土井尻町

北土井尻町

六九町

西堀町

基幹博物館
土手小路

大手門
駐車場

住環境の向上

天守が見える
通り

回遊性向上

・誰もが安心して歩ける環境づくりや災害時も想定し
た空き地活用などによる地域防災機能の向上を図る。

・北土井尻町／土井尻町／南土井尻町／西堀町／
六九町(町会)

・駐車場を含む低未利用な空地や空き家が点在

［地域組織など］

・お城周辺地区まちづくり推進協議会第２ブロック

・居住機能の一定の集積
・小規模店舗の立地

・空き地を活用した憩いの空間づくりなどにより
落ち着いた暮らしの環境を向上する。

・生活に彩りを与える機能を併せ持った新たな住まい
の整備などを、界隈で連携して進める。



44⑤上土・緑町界隈10の界隈

シーンイメージ

文化の香りと
銘店の味が楽しめる

日常を彩る
巡り会いの場



45⑤上土・緑町界隈10の界隈

・辰巳の御庭／旧映画館／女鳥羽川などを始めと
する屋内外の拠点

［特性／潜在力］

［取組方針］

・辰巳の御庭や旧映画館などを核にして、界隈の文
化・歴史の香りをより感じられる環境を作る。

・大正ロマンのまちづくりや旧映画館再生の取組み
・みどり食堂を辰巳の御庭で実施

上土町

辰巳の御庭
(みどり食堂会場)

緑
町
通
り

四柱
神社

女鳥羽川
ナワテ通り

緑町
小柳町

旧映画館

下町会館

旧映画館

・上土町／緑町／小柳町(町会)
［地域組織など］

・お城下町まちづくり推進協議会
・みどり食堂参加店舗

・歴史的建築物／景観
・銘店の集積

・若者を中心に、音楽や映画、演劇を始め現代アート
や小商いなど自由な表現活動ができる受け皿を作る。

・集積する銘店の魅力が滲み出し、地元の人も訪れる
人も日常的に集い楽しむことのできる場を作る。

・界隈を心地よく歩き回ることのできる歩行環境創出
に向けた取組みを行う。



46⑥松本城南・西外堀界隈10の界隈

シーンイメージ

南・西外堀／天守／
北アルプスを

一体に望む
特等席



4710の界隈

・大名町／北土井尻町／二の丸町／西堀町／丸の内
(町会)

・お城周辺地区まちづくり推進協議会第２ブロック

［特性／潜在力］

［地域組織など］

・外堀大通り (南側)は、用地買収に伴い、主に住宅
用途としての建替えが進行

・南西外堀部分にあった住宅などは、用地買収によ
り近隣やエリア外に移転二の丸町

北土井尻町

南・西外堀

松本城天守

松本城公園

［取組方針］

・水を湛えた南・西外堀と松本城天守、北アルプス
を一体的に臨む眺望環境を作る。

・外堀大通りの拡幅により歩道空間が大きく広がる

・外堀大通りを活用し、日常的に憩うことのできる
心地よい滞在空間を創出する。

・外堀大通りの暫定整備の段階から、暮らしに彩り
を与えるマーケットなどの活用を試行する。

⑥松本城南・西外堀界隈

・松本城南・西外堀／外堀大通り(内環状北線)／
松本城公園が一体となった空間



48⑦松本城二の丸界隈10の界隈

シーンイメージ

象徴的な景色に
暮らしの様子が重なった

松本らしさを
表す「画」



49⑦松本城二の丸界隈10の界隈

・国宝松本城天守のシンボル性／文化的価値
［特性／潜在力］

南・西外堀

松本城天守

松本城公園

外堀大通り

［取組方針］

・外堀復元に伴う松本城公園の再整備において、園内
の座具のデザインや配置なども見直し、訪れた人が
よりくつろぎやすい滞留空間へと改善する。

・地元の方や作り手などの自由な表現活動の受け皿と
して公園を活用しやすい仕組みを作る。

・複数のボランティアガイドグループ
［地域組織など］

・松本城公園はエリア内の大規模オープンスペース

・北アルプスの山並み景観

・大規模イベント会場として定期的な活用

・世界遺産登録に向けた取組みが進行中

・都市公園としての憩いや活用の機能と史跡としての
保全のバランスを踏まえた在り方を検討することで、
北アルプスと松本城天守という背景に地元の人々の
暮らしのシーンが加わった情景を創出する。



50⑧地蔵清水・柳町界隈10の界隈

シーンイメージ

公園／道路／公有地
が一体となった

松本の新たな
象徴的空間



⑧地蔵清水・柳町界隈 51

松本城公園

松本城
天守

太鼓門

日本銀行

テレビ
信州松本

信用金庫

10の界隈

B
本庁舎敷地

A
東庁舎敷地

［取組方針］

・本庁舎敷地において、地元の人や訪れた人が日常的
に憩うことのできる開かれた広場的空間を創出する。

・広場的空間の一部として適切な都市機能を誘導し、
多様な人が新たな過ごし方ができる場所とする。

・大柳町／丸の内／大名町／片端町(町会)
・お城周辺地区まちづくり推進協議会第1ブロック

・エリア内の大規模な公有地(本庁舎敷地)

・市庁舎建替事業が進行中

［特性／潜在力］

・住宅／公共施設／業務／店舗が混在

［地域組織など］

・本庁舎西側道路を人中心の空間とすることで松本城
公園と本庁舎敷地の空間的な一体感を高める。

・歴史的登城ルート（大名町通り-太鼓門-松本城天守）

・外堀大通りや大名町通りから、市役所や太鼓門へと
続く道路と沿道を歩行者にとって魅力ある環境に再
編し、かつての登城ルートの１つを顕在化する。



52⑨鷹匠町・北馬場界隈10の界隈

２つの国宝の
架け橋

暮らす人と訪れる人
が緩やかに共生する



53⑨鷹匠町・北馬場界隈10の界隈

・２つの国宝の間に位置
［特性／潜在力］

［取組方針］

・空き家／空き地を活用し、日常の暮らし
やすさを高める機能を導入する。

・ユニバーサルデザインの考え方に基づき
道路などの公共空間を改善することで、
誰もが安心して巡れる環境を生み出す。

鷹匠町

城町
文庫

北馬場

丸の内

旧開智学校

開智小

開智
公園

丸
の
内
緑
地

既存ストック活用
促進

2つの国宝を繋ぐ回遊動線の強化

・鷹匠町／北馬場／丸の内(町会)
［地域組織など］

・お城周辺地区まちづくり推進協議会
第1ブロック

・連鎖的空き店舗活用の動き

・居住機能の一定の集積
・高齢世帯割合が高い

松本城天守

・それにより居場所の選択肢と暮らしを感
じられる接点を増やし、暮らす人と訪れ
る人が緩やかに共生できる環境を作る。



54⑩旧開智学校界隈10の界隈

シーンイメージ

自然と共に
学都の精神が育まれる

暮らしと学びの
共生の場



55⑩旧開智学校界隈10の界隈

・学びの拠点としての、国宝旧開智学校校舎と
中央図書館

［特性／潜在力］

［取組方針］

・鷹匠町／北馬場／丸の内／蟻ケ崎東／沢村(町会)

［地域組織など］

・お城周辺地区まちづくり推進協議会第1ブロック

・旧司祭館／テニスコート等の活用可能性

・周辺に居住機能が集積

蟻ケ崎東

開智小

沢村
徒士町

旧開智学校

旧司祭館

中央図書館

庭球場

開智
公園

鷹匠町

大門沢

高橋家
住宅

・ホタルがいる大門沢川

・ホタルのいる大門沢川に代表される豊かな自然環
境を体感できる日常の憩いの場を創出する。

・近代教育の黎明を象徴する国宝旧開智学校校舎と
日常的な学びの場である図書館の存在を活かして
学都の精神が育まれる環境や機会を作る。

・界隈の施設管理者は界隈の将来像を共有した上で
各施設の在り方を検討する。

・小学生や児童が安心して通学し遊ぶことができる
よう、自動車の通過交通を抑制する。



第６章：ビジョンの実現に向けて

56



57公民連携の役割分担

連携

民間の役割 行政の役割
［民間の取組みの支援・促進］［民間主体の取組みの立案・実行］

民間と行政の適切な役割分担によってビジョンを現実へ
ビジョン実現のためには民間と行政がそれぞれ志と責任を持ち適切な役割分担による対等な連携が必要です。

松本城三の丸エリアにおいても、両者が連携しながら取組みを推進していきます。
また、事業に関する企画、建物などのハード整備や施設運営などのソフト事業を行う際には、専門的な知見や

幅広いアイデアを募るなど、魅力ある事業や環境を作るための適切なプロセスを構築します。

地域組織

暮らす方

民間企業 国

松本市

長野県

・ビジョンの実現に向けた取組みの立案・仲間
集め・実施

・公共空間／民有地の利活用と活用体制の構築
及び自由な活用を見据えた主体的な維持管理

・民間・地元組織同士での連携を含めた取組み
の波及効果の創出、最大化

など

・民間の取組みを促進するための支援策の構築

・民間ニーズを踏まえた公共事業の適切な企画と
進行管理、公共事業における市民参画及び民間
主体との連携促進とその成果の事業への反映

・公民連携事業の適切な企画と連携体制の構築、
事業推進に必要な規制緩和と権限委譲

など



［三の丸エリア庁内プロジェクトチーム］(仮称)

58公民連携の役割分担

民間の動き・体制 行政の動き・体制

【各界隈の実行体制】
①女鳥羽川界隈
②松本城大手門跡界隈
③大名町界隈
④土井尻界隈
⑤上土・緑町界隈
⑥松本城南・西外堀界隈
⑦松本城二の丸界隈
⑧地蔵清水・柳町界隈
⑨鷹匠町・北馬場界隈
⑩旧開智学校界隈

【地元主要企業など】
①金融機関
②交通事業者
③商業関連団体
④通信事業者
⑤建設事業者
など

1. 交通

2. 文化観光

交通ネットワーク課

建設課

商工課

松本城管理課

博物館

住宅課

移住推進課

(
イ
ン
フ
ラ)

自転車推進課
公共交通課

都市計画課

商工課
維持課

文化振興課

観光プロモーション課

文化財課

ビジョンを実現していくための組織。界隈ごと
に活動母体となる実行体制を組成し、界隈ごとに
具体のアクションを進める。

ビジョンの実現に向け、関連部署をテーマごとに
チーム化し、部局横断の体制で民間の取組みをバッ
クアップする。

連携

【事務局】松本市お城まちなみ創造本部

［ 三の丸エリアプラットフォーム］

(

利
活
用)

ぜひ
参画して
ください！

テーマに
応じた

チーム体制3. 市役所

4. 旧開智学校周辺

総合戦略室

庁内関係各課

中央図書館

博物館

5. 都市機能誘導
アクションプラン

お城まちなみ創造本部

公園緑地課

スポーツ推進課

※各テーマごとに記載された
各課の他に、必要に応じて
関係部局を追加します。



59段階的に進めるプロセス・デザイン

R3 / 2021 R4 / 2022 R5 / 2023 R6 / 2024 R7 / 2025 -

目指す姿と
進め方を
考える シーンに共感する仲間を見つける・増やす

小さくチャレンジする
効果を検証し改善する 日常の

シーンへ

R4年度以降、ビジョンを基にした具体的な取組みを各界隈にて進めていきましょう！
R4年度以降は、このビジョンの実現に向けてプレイスメイキングの考え方を参考にしながら段階的に取り組ん

でいきます。まずはみなさんが思い描く個別のシーンを仲間と共有することから始め、小さなチャレンジとその
検証を積み重ねていきましょう。

シーンを
想像する

STEP
1

STEP
2

STEP
3

●ビジョン策定

●(仮称)三の丸エリア
プラットフォーム設立

●界隈毎にパイロット・プロジェクトとして
具体的な社会実験の実施・効果検証・改善を
繰り返し持続可能な仕組み作りを目指す

●エリアプラットフォームにて情報共有・連携

●定常的な取組みへ●界隈毎に個別のプラン
を検討・作成

新たな
取組みへ

他の界隈へ

パイロット・プロジェクトの結果を
踏まえた次なる展開
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工学院大学名誉教授

矢野 和之氏【歴史・世界遺産】
株式会社文化財保存計画協会代表／日本イコモス国内委員会事務局長

久保田 尚氏【交通計画】
埼玉大学教授／前都市計画学会長

山下 裕子氏【公民連携】
全国まちなか広場研究会理事
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